
報
恩
講 

ご
案
内 

 

併
修 

御
遷
佛
法
要 

前
住
職
三
年
忌
法
要 

 

秋
涼
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
壮
健
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
、
御
本
山
並
び
に
当
寺
へ
の
御
懇
念
に
対
し
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

宗
祖
親
鸞
聖
人
報
恩
講
を
勤
修
す
る
に
あ
た
り 

願
隨
寺
第
十
八
世
住
職 

願
照
院
釋
憲
敬 

三
年
忌
法
要
と
内
陣

塗
箔
に
伴
い
御
本
尊
移
動
の
御
遷
佛
法
要
も
併
修
い
た
し
ま
す
。 

お
と
き
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
何
と
ぞ
ご
理
解
の
上
、
御
参
詣
、
ご
焼
香

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

合 

掌 

 
 

 
 

 
 

 

記 

日 

時 

令
和
五
年
十
一
月
二
日
（
木
）午
前
十
時 

 

法 

話 
 

 

法
中
寺
院 

 

※
十
一
月
十
五
日
よ
り
内
陣
工
事
の
為
、
本
堂
が
来
年
八
月
ま
で
使
用
で

き
ま
せ
ん 

 
 

 
 

 
 
 

令
和
五
年
九
月 

                      
 

 
 

 

願
隨
寺
住
職  

門
信
徒
各
位 


